
5万分 の1地 質 図幅 説 明 書

追 分

(札幌一第32号〉

工業技術院地質調査所

通商産業技官 松野久也

通商産業技官 秦 光男

北海道開発庁

昭和 35年



位 置 図

!空知 j
f JJヰリ晃 / ¥ 

I、石狩、¥防ゴ/、γr
¥ I J畠分ド l 

，¥向、 JJ¥r?/--'---ー /'
ia6:JEE(失/'

(札幌)

〉内は 1:500，000図幅名



目次

1 j:{f!形...・.，.…………・…………...・H ・..…...・H ・-・…...・H ・.....・H ・.....・H ・......1 

II 地 質・・H ・H ・-…・…...・H ・-…....・H ・-…....・H ・………...・H ・-…....・H ・....…… 2

11. 1 概説…...・H ・...・H ・-…....・H ・.......・H ・.....・H ・..…...…-…..…...・H ・......…・2

11. 2 古第三系...・H ・..………...・H ・..………...・H ・-……一 -………………………・・ 5

11. 2. 1 幾春別層…...・H ・-・…...・H ・..……・…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…・ 5

1I. 2. 2 !慌内層…………………………・H ・H ・H ・H ・..……...・H ・H ・H ・-………・・・ 6

11. 3 新第三系・・… ……….....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..…・・・H ・H ・..…・・ 8

II.3.1 滝 の上 層…一一…・・・・・・・・……・・・・…・・・・・・・・ … ・・.....・H ・・・・・……・・・・…・・・・…・・8 

II. 3. 2 川 端 層…...・H ・...……・・・・・・・.....…-………..........・...........一…........12

II. 3. 3 馬追山廃…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・-…...・H ・..……...・H ・..…・18

II. 3. 4 千歳爽炭層…...・H ・........・H ・-…...・H ・-…...・H ・..………………...・H ・..…・・19

II. 3. 5 由仁層・H ・H ・H ・H ・..……'"・H ・.....・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・..………19

II.3.6 脈 岩・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・-……..，・H ・..…...・H ・..…………・・21

1I. 4 第 四 系...・H ・..…・・……・….....・H ・-…...・H ・-…・・・・……………・…・……・……・・22

11. 4.1 角 困 層...・H ・......…・・……・……....・・…・・……....・H ・…・・・・・・・・・…・・……23

II.4.2 火山灰層.....・H ・.....・H ・..………………...・H ・-…...・H ・..…...・H ・....・H ・....24

11. 4. 3 河岸段丘堆積物および扇状地堆積物・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・....・ H ・.....・H ・25

II. 4. 4 沖 積 層一...……….......・H ・...…・・・…...・H ・..……・・・…・・・…・・・・・・・・・……・・26

II.5 地質構造……...・H ・..…...・H ・.....・H ・..………...・H ・.....・H ・..・H ・H ・・H ・H ・.....・H ・26

III 応用地質・・・H ・H ・....…・・H ・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・....…・…-…-…30

文 献....・H ・-…...・H ・...・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・・・H ・H ・...・H ・..…...・H ・...32

Abstract (in English)…...・H ・.....・H ・..……...・H ・H ・H ・..……...・H ・.....・H ・.......・H ・.....・H ・1



1 

お5o，0003質図書 追 分 (札幌一第 32号)

工業技術院地質調査所

通商産業技官 松野久也

通商産業技官 秦 アヰ男

この地質図幅および説明書は北海道開発庁の依頼によって作成されたものである。聖子外

調査は昭和30年，同31年にわたって行われ，室内研究は地質調査所北海道支所ピおいて

引続き行われた。

野外調査の際，踏査図には主として空中写真から作成した縮尺約30，000分の 1の水系図

を使用したが，一部夕張市役所から提供された 10，000分の l地形図を用いた。

また，軟体動物化石の鑑定には東北大学理学部地質学古生物学教室の小高民夫博士の協

力を得，有孔虫化石の鑑定は同じく浅野清博士および高洋洋吉博士を煩わした。さらに火

成岩の検鋭は当支所角靖夫技官による。

I 土也 汗5

本図幅地域は東l乙夕張山脈，西l乙那須火山帯に属する山々をのぞみ，その中心地である

追分町「は札幌市の南東約40kmの距離にある。乙の地域の東l乙接する地域は石狩炭田南部

l乙当っていて，追分町は石炭輸送の動脈である夕張、線の起点となっている。

本図幅地域の東半部はl院内層および滝の上層の分布する北東隅の地域を除いて大部分)11

端層によって構成せられ，中程度の高さの山地一一海抜600mを越えないーーからなる。

これに対して西半部はよりゆるやかな丘陵性の台地， 扇状地，段丘，y巴濫原等からなる。

図幅地域の西縁に沿っては馬追山およびこれに続く山稜が南北に走り，このため西半部の

低地は石狩平野から切りはなされ，角田盆地と呼ばれる盆地の一部となっている。

さらに細かくみると，地域北東隅では，幌内層と滝の上層との聞の岩質の硬軟が地形に

よくあらわれ，また川端層中の凝灰岩は顕著な山稜を形作り地層の走向をよくあらわして

いる。その他，夕張川南岸で築別向斜の軸部lζ分布する川端層(? )の硬質頁岩の盆状構

造，馬追山層の硬質頁岩あるいは紫蘇輝石普通輝石安山岩岩脈の分布なども地形lこよくあ

らわれている。
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角田余地の周縁部には高さ 60~lOO m の台地が広く発達し，夕張川が東部山地から 乙の

金地!C入った所には新旧 2つの扇状地が認められる。また夕張川の河岸には2段の顕著な

段丘が発達している O

本地域内における主要な水系は夕張川であって， 夕張山脈l乙源を発し，夕張市十二哩附

近から本地域内に入り西流して川端附近にいたって北西に方向を転ずる。乙のほか安平川

および峡淵川の両河川がある。前者は地域南東部の低い山地!C源を発し，角田盆地南部の

台地の問を縫って複雑な流路をとり追分にいたって南下する 。 自余 ìJ: ~川は盆地中央部の扇状

地と台地の接合部附近から発し，西南西lζ流路をとり馬追山の南方延長の山稜を横断して

j或外lこ出る。

II 地 質

II.l概説

本図幅地域は石狩炭田夕張地区への入口に当っていて，古くからその地質に関して多く

の調査研究がなされている O また，夕張川l乙沿い，東隣図幅地域内の紅葉山附近から域内

の川端までの問では幌内層から ) II ~市層にいたる層序関係がよく観察され，北海道における

第三系層序区分の様式地として地質家に親しまれていると乙ろでもある。

地域内lこは，北東隅で平和背余lの軸部l乙僅かに滋l上iする幾春別層を基底として，古第三

系最上部の幌内層，新第三系のr，gの上庖，川端居，馬追山!日， 由仁層および後二者の陸成
相と考えられる千歳爽炭)習が北々西一一南々東方向の!111I1をもっ摺曲構造を作って分布して

おり，第四系の角田層，河岸段丘堆積物，扇状地JfJ:積物， とれら と交層する火山灰層，沖

積層などは，前述の第三系を覆って域内西部lζ広く分布している。 とれらの層序関係を模

式的!C図示すれば第1表の通りである。

最下位の幾春別麗は，古くは羊歯砂岩層と呼ばれ，石狩炭田夕張地区における石狩層鮮

の最上部を占め，域内では薄い石炭層を挟有し， 特有な植物化石を産する陸成層である。

乙れを不整合!c覆う幌内層は，上下を通じ泥岩ないしVノレト岩質泥岩からなり粗粒堆積物

を全く含まない。本層の豊富な海棲動物化石は"幌内化石動物群..(上部古第三紀漸新世〕

として著名である。

とれをゆるやかな傾斜不整合をもって覆う滝の上層は砂岩から始まり泥岩に終るー堆積

輪廻を示し，かつ全般的l乙火山砕屑物lこ富む。下部の緑色砂岩といわれたものの大部分は

著しく火山砕屑岩質であってP 所によっては安山岩質凝灰角磯岩あるいは火山磯岩質とな
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第1表 地質総括表

備 3ず時 代 |地層区分 |層 柱 i層厚|主 要岩組
m 

第 |世 |耕地堆積品
百 り可岸l!iII堆積物

四|一回盟血盟
新 l

角田層!二J三 二
紀|世 | ヒとと与一=

-・・・・・...・ ・・.-・a・・・........ 

=三をさ>.，，，e>*-

砂様rt土問 |降灰(穴山灰層)
事l'様粘土

? 

降灰(火山灰‘層)

。l浮石火山砂原
¥ I担t・シルト榛
lラ|泥炭流木件

様岩砂岩

降灰(火山灰層)

Cydik7fVmM"， . JI<叩[oþh""')拠o~dt5

-M，る，f，;九oUie!l<d手集由 仁 層 仁二ご二ご三ごシルト岩

Radiol~i"v~ 
中

昌
伸

新

川端

世

事E
壇T

事時

匂DI安山岩質焦塊岩

凝灰質
I-r=.:...-=-o...ul 砂岩 ICvc[，ε""ルz"rU1/SDIJ 

~O l硬貨頁岩 | シルト岩! ""r'" 仰 W ::>P? 

3占。石炭

安山岩質集i鬼岩

硬貨頁岩

シルト岩・泥岩
安山岩豚

Cydι旬間"""ー I-!ap.ム~"r，吋moides
-M<ur6，，，ottie1u乙群集

y手石賀凝灰岩

泥岩

ヲ00

4001砂岩凝灰角様岩Ii竜の上化石動物君主
~山礁岩
海続石砂岩

シルト岩泥岩

幌内化石動物群

海絞石砂岩

rてヨ 1601砂岩シルト岩・石炭
世|幾春吋
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るO また上部の泥岩層はしばしば凝灰岩の薄腐をはさみ，凝灰質頁岩がその主部をなして

いる。熊の沢中流および域外夕張川筋では本層中に浅海・温暖性の化石動物群を産する。

本化石動物群は滝の上化石動物群と称せられ，本州の八尾一門の沢化石動物群(中新世中

古j羽)I乙類似する。

次に滝の上層の上位l乙整合lζ累重する川端層は，li様岩，l沙岩p 泥岩の周期的累層あるい

は砂岩 ・泥岩の規則的な互層からなり，中位l乙4枚の顕著な凝灰岩屑を介在している。本

胞は従来下位の滝の上層と同時異相と考えられていたが，滝の上層の上位IC全く非火山砕

屑質のl深岩，砂岩，泥岩の互層をもって始まり両者の問l乙指交の事実は認められない。

本尼'は西側の周縁相である馬追山附近l己分布するものを除いて，前述のような単調な累

層状態を示し，最大厚さ 4，000m 弱に達するがその聞にJfi:積の間隙も認められず，大型!民

楼動物化石を全くといって良い位含まず，砂岩中l乙偽層その他のi;¥j;j割、日を示す事実あるい

は石炭層，植物化石の存在が認められないとと，海底地とりあるいは turviditycurrent 

によると考えられる乱堆積を示すζ となど著しい特徴をもっている。

また川端層は東部ほど地層の厚さが大きく，粗粒堆積物が卓越し，その堆積聞に東部山

地の著しい隆起運動とその削剥が引続いて行われていたものと考えられる。

馬追山尼iはJ良質頁岩によって代表される地震であって一部を除いて川端層から整合漸移

である。しかし馬追山附近ではその基底部l乙安山岩質集塊岩および砂岩層があり，明瞭な

;境界が認められる o また，千歳日J自余淵附近l乙発達する千歳爽炭層は馬追山層および上位の

由仁層にかけての陸成相と考えられ，前に述べた川端!習が馬追山附近で周縁相を示す事実

と併せて， この附近が川端麗堆積!時から引続いて浅liijないし淡水の環境下lとあったことを

示している。

由仁層は，下位の馬追山層の硬質頁岩と淘i移一一一部側方IC指交する一一関係にあって，

基底部近くにレシズ状の安山岩質集塊岩が認められる。下部は海成の育灰色Vノレト岩から

なり上部は磯岩および砂岩からなる。

滝の上層上部の泥岩から由仁層にいたる新第三系r:j:11Cは殆ど大型化石の存在が認められ

ない。しかし，全体を通じて有孔虫化石および海綿針骨の化石を産し，これらの研究結果

から由仁層以下の地層は中新世lζ属する。

以上述べた第三系は，北海道の脊稜山地に平行な南北性の軸をもっ摺曲構造を示し，新

しい地層程西l己分布しており，また摺的構造も東から西へ行く程緩やかになる傾向をもっ

ている。また，乙れら第三紀の地層一一特l乙川端層 はぼう大な厚さに達し，この莫大
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な沈積物質を供給したはずの隆起，削剥の激しく行われた地帯は東方にあったと考えられ

との隆起削剥は川端層堆積聞に著しい。

すなわち，乙れら第三系の堆積盆は，前述の東方隆起地帯 地背斜ーーの前面の地向

斜部1<::当り，東方背斜部の隆起運動が著しい側圧を伴って順次西へ拡がり南北性の東に急

で商l乙緩い宿泊構造を形成したものと考えられる。

第四系は角田盆地の周縁部に認められる湖成層らしい角困層，河岸段丘堆積物，扇状地

堆積物，沖積層，およぴとれらと宇相目前後して数次lにこわたつて日噴長出堆積した火山灰および

山砂砂、在磯葉等であつて，域内西部に広く発達している。

II.2 古第三 系

II.2.1 幾春別層

幾春別層は図幅地域の北東隅，平和背斜の軸部にその頂部を僅かに露出するにすぎず，
R) 22) 2H) 

その主部は域外にある。本層の定義については古くから多くの論争があるが，筆者らは高
註1)

尾彰平の地層名を踏襲した。

本層と上位の幌内層との関係は独立標高点430の北東の小沢でよく観察され，背車、iの西

翼では幌内層基底の厚さ約 1mの海緑石砂岩によって不整合におおわれる。ここでは本層

の最上部のみが認められ淡灰色泥質シノレト岩からなる。域外にあるその東翼では不整合下

に位する本層の最・上部は淡灰色の凝灰質細粒砂岩からなり植物化石を含んでいる。域外北

方清水の沢でその全体が観察される。とこでは下位の若鍋層の含員化石乙/ノレト岩を整合l乙

覆い，最下部l乙帯緑色珪質凝灰岩を挟存する。その上位は粗粒から細粒の灰白色砂岩を主

とし，石炭を挟有する。全層厚約160-170mである。上述の珪質凝灰岩中には保存良好

な植物化石を多産する。

幾春別震はー名羊歯砂岩層とも呼ばれ，Woodwardia sp. その他の植物化石を含み，古

くから多くの人々によって研究されている。この化石植物群はアラスカのケナイ化石植物

群に対比されている。

筆者等は清水の沢において若干の植物化石を採集したが Alangioρhyllumsp， Cercidi. 

2:1) 尽〉
註1) 高尾彰平によって提唱された幾春別層は.矢部畏克によって命名 (1809)され今井半次郎を通じて一般に呼称

8) 

された羊歯砂岩層.これと異相関係、にあるとされた幾春別爽炭層あるいは幾春別層群を一括したものである。筆

者等は.本層の主部が域外にあって.これらの関係を確め得ないため，便宜土.高尾の命名を踏襲したにすぎな
e8) 

ぃ。本図幅の北東に接する大夕張図幅で羊歯砂岩層と称せられている地層は本層に一致する。
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thyllum sp. が大部分であった。

II. 2. 2 I院内層

l院内尼iは最初矢部長克によって上部第三紀層下層とされたが，後lこ同氏によってポロナ
ヲ〕

イ胞という名称、が与えられるにいたった。本属は本邦古第三系最上部の重要な一員である

とともに，石狩炭田の爽炭層石狩層群の上位にある乙とから学術上また爽炭層探査の上か

ら非常に多く の人々によってあらゆる方面から研究されてきた。従ってその研究成果の報

告されたものは枚挙にいとまない程である。

本胞は図幅地域の北東部l乙分布し，幾春別居を不整合をもって夜しり滝の上層によって

不整合l己破われる。

本胞の基底部には前述のように厚さ 1m内外の海緑石砂岩があって，幾春別層の淡灰色

泥質i/)レト岩あるいは細粒砂岩層と不整合をもって接している。本局はこの海緑石砂岩を

除いてほぼ均質で，かつ層理に乏しい黒灰ないし青灰色の泥岩からなる。本地域では熊の

沢断層をはさんで東部と西部で岩質に若干の差が認められる。すなわち，熊の沢断層の東

側l己分布する本層の泥岩は極めて均質，級密であって黒色ないし黒灰色を呈するのに対し

て，西側のそれは多少乙ノノレト質をおびるところがあり，東側のものに比してより青灰色を

呈し， 凝灰岩の薄屑(数cm以下〕 を頻繁に挟有している。また最上部l乙厚さ約10mの

鰍密室硬な白色均質の凝灰岩をはさんでいる。

本問中には全屈を通じて多くの軟体動物，甲殻類，単体珊湖，有孔虫などの海棲動物化

石を含んでおり，しばしば玄能石，泥灰団球および板状泥天岩を包蔵している。

本)習の分帯さらに地質構造の解明が，下位l乙潜在する石狩庖鮮の深度推定l乙欠くべから

ざるものであるが，前述のjNり上下を通じでほぼ均質の泥岩からなり，かなり著しい援百し

を受けているため分帯は極めて困難であり， 本図憾では2分するにとどめる。 しかし，古
(;) 1(j) 2:3) 2'1) ;~ ;)) 38) 

くからこれに対する非常な努力が主として炭砿会社によってなされてきた。

近年，手島淳によるこの地域の幌内層を大型化石の量的扱いによって分帯した業績が注

目される。すなわち，熊の沢流域から域外ペシケマヤJII，パシケマヤ川流域にわたる幌内

層を A~I の 9動物群帯 (zonule) ~乙分け， これら各務物群帯がおのおの追跡できること

を実証した。 手島浮によればこの附近の幌内層の全層厚は約 1，300~1 ，400 m ~乙達する 。

筆者等の本層下部は幾春別層の上位lζ直接する部分であって，前述の 9分帯中ほぼA~

C~ζ当り，上部としたものは同じく D~I !乙当る。また鍵層として追跡される凝灰岩層は

H動物i洋千背中の tuffaceoussandstone ~乙一致する。



第2表幌内層有孔虫化石

産
地 l叫叫叫 |日8156619647231叫判717種 名

Rhabdammina sp. R R 

Ammodiscus sp. R 

HaPloPhragmoides spp. R F F C F R C F R R F 

Cyclammina ezoensis ASANO R R R 

Cyclammina paαヌcaBECK C R R 

Cyclammina incisa (STACHE) C F R 

Cyclammina cf. incisa (STACHE) C F F C 

Cyclaml珂inacf. cancellata BRADY F 

Cyclammina sp. R 

Ammobaculites sp. F 

Egerella (?) sp. F 

Plectina poro附 iensisASANO F F R 

Plectina (?) sp. R 

Sigmoilina sp. R 

Trochammina sp. R R I R R 

Robulus sp. R 

Dentalina sp. F C F F F F 

Nodosa向。 sp. R R R 

Lagena sp. R 

Guttulina sp. R R 

Glandlina sp. R 

Nonio四 shimokinenseASANO F . 
Ellうhidiumyumotoense ASANO F 

Ellぅhidiul叩 sp. R 

Plectofrodicularia gracilis SMITH R 

Plectofrondicularia sp. R 

Bulimina ezoen幻isYOKOYAMA R 直二
Bulimina yabei ASANO F 

Bulimina sp. F 

Bulimina (?) sp. R 

Gyroidina soldanii (d'ORBIGNY) F F 

ゴ
Cassidulina marga問 taKARRER F 

Cassidulina globosa HAUTKEN F 

Cassidulina sp. R 

Planulina (?) sp. R 

C; Common， R; Rare， F; Few 
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本層は前述の通り海棲動物化石の産出が著しく，竹田秀蔵がこれを総括しているほか軟

体動物化石について報告されたものはかなりの量に達する。従って筆者等の採集したもの

の記述はこ ζに割愛し，有孔虫化石について知られた若干の新しい事実を述べるにとどめ

る。

すなわち，当地域および周縁地域の有孔虫化石の産地および種の量的関係を示すと第 1

図および第2表の通りであり， 最上部lこ Nor.ionpompilioides shimokinense ASANO， 

Eかhidiumyumotoense ASANOが見出されることは注目される。すなわち，前二者は幌内

層有孔虫層序からみると，その最上部を示すものとして，この地域において始めて見出され

たものである。また，Bulimina yabei ASANOは従来幌内層には見出されてなし前二者と

ともに，留萌地区の達布層上部の頁岩層lこ知られている。すなわち，これら 3者の存在は，

当地域の幌内層の最上部が達布層に相当する層準であることを示す有力な資料でもある。

1000 
A 

約2000m

第 1図 幌内層有孔虫化石産地

、
¥¥祖曹(凝!li趨}

X円。有平L虫豆地
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11. 3 新第三系

II.3.1 滝の上層

，j) 5) 
こζlζいう滝の上層は今井半次郎の中間層，村田析の紅葉山中間層の一部あるいはその

]2) ι ‘ 
大部分lζ相当し，地層名は同じく村田析による滝の上語法再定義として採用する。

本胞は地域東絞郎近く北々西一南々東方向lζ分布する。ζのほか，域内西縁部で馬追山

背余lの核部l乙分布する O 後者はただちに滝の上層と断定し雑いが，後述する川端層の下位

l乙位置し，岩質および化石内容から，これと分離される ζとから，滝のよ層として耳元倣つ

;11 
端

i竜

の

よ

2 3 

内 草木舞沢支流 熊の沢商支流 熊のj尺本流
層

図 回自由回 4 :. gl 
時右 砂岩 bルト岩 i!f.岩 凝lii' 岩 貝北石 宥孔主 海続石

凝百角楳岩 1t 石

第2図 ?泡の上層柱状図

4 

i 50 

O 

清水の 沢

4) 

註1) 竜の上層ii村田析が153年に創設ぽ紅葉山中間腐の最上位の泥岩層に対して 102G年に同氏によって新た
に与えられた名称である。後に藤岡一男は，域外夕張)[1筋のノレートで中間層あるいは紅葉山中間層といわれて一括

されていた地居中に不整合を見出してこれから上位を沌の と府・下位を紅葉山周として再定議L.前者を川端層
の下部のー異相後者を視内層の最上部のー異相と Lた。
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たものである。

東部，熊の沢流域では，本属は幌内層を緩やかな傾斜不整合をもっておおい，JII端層に

よって整合におおわれる。その南方延長は草木舞沢の流域まで追跡されるが， ことでは下

限は露出していない。清水の沢，熊の沢本流，同じくその南交流および草木舞沢支流にお

いて観察される岩相柱状図を第2図に掲げる。

幌内層と本層との関係は，清水の沢および熊の沢本流で観察される。すなわち，滝の上

層の基底には厚さ 3~4m の緑灰色の凝灰質細位砂岩があって，乙れが幌内層上部の凝灰

質νノレト質泥岩lこ波状の凹凸面をE巨てて直接している。幌内層の上限は lO~20cm の問粘

土化し，前述凝灰質細粒砂岩の基底l乙は直接下位の幌内層から由来したと考えられる指頭

大の角礁が散点している。この不整合面を南から北へ追跡すると，逐次北へ向って幌内層

を削って行く様子がよく観察される。

滝の上層は第2図に示すとおり，下部から上部へ堆積の 1輪廻を示している。すなわち，

下部はしばしば磯岩・泥岩を挟有する砂岩を主とし，上部は硬質頁岩状の泥岩からなる。

砂岩層の基底近くに厚さ 3~4m の海緑石砂岩が約1O~15 mを距てて 2枚観察され，砂岩

は著しく凝灰質を呈し，その大部分は凝灰角線岩とも称せられる程の岩質であり，磯岩は

主として安山岩質の亜角礁からなる火山線岩である。砂岩層中lζ僅かであるが存在してこ

れと互層する泥岩は暗灰色を呈する。また泥岩はまた砂岩中lζ大小の塊となって乱雑に取
註1)

とまれている場合がある。

上部の泥岩は暗灰ないし黒灰色を重し，著しく凝灰質である。泥岩は主として硬質頁岩

状を呈し，不規則な葉片状の破片となって崩壊する。泥岩の一部には一見幌内層と区別の

つかない外観を呈するものが認められる。このような泥岩は細かい粒状の角礁となって崩

壊する性質をもっている。本泥岩中にはしばしば厚さ数cmから 1mにおよぶ灰白色浮石

質凝灰岩をレンズ状lζ挟在し，最上部lζは，下部の凝灰角磯岩質砂岩と同様な砂岩が一枚

認められる。

下部の砂岩と上部の泥岩とは整合漸移し，かっ，互に側方l乙移化し合う。すなわち，南

から北l乙向かって砂岩がその量を減じ，これに代って泥岩が優勢となり，清水の沢から以

15) 
註1) 藤岡一男が熊の沢流域から図幅地域外北方の錦沢~二股にかけての区成で紅葉山層とした地層はここに述ベ

19)~1) 
る滝の上層に全〈一致する。後に松井愈によって同じくこの区域で紅葉山層とされた地層は上述の滝の上層の下

部の砂岩に相当する。後述するようにこの砂岩層は上位の泥岩と整合)避で，かっ北方に向って泥岩が優勢とな

り.二股附近に到ると砂岩に代ってこの層準は殆んど泥岩によって占められるにいたる。この点については藤岡

も同様観察しているが，熊の沢流域における砂岩閣と幌内層との問の不整合を認めていない。
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北域外では泥岩の比il安的下部に少量の砂岩がレシズ状に介在するにすぎなくなる。従って

下位のl院内!習の泥岩と本層の泥岩とが直接する場合が多く，その境界の決定は岩相からは

非常に困難となる。しかし Makiyamachita附 (MAKIYAMA)の存否によって両者の区

別は可能である。

1mの沢における本層の下部砂岩層の基底から約 30m上位の火山線岩中l乙安山岩礁が著

しい。これは変質した輝石安山岩である。

鋭下では

斑品 : 斜長石〔変質し分解したり汚濁している，比較的新鮮なものに灰首長石および

中性長石が認められる)，輝石(分解して緑泥石になり，また炭酸塩に置換えられている〕

石越 ガラス基流品質組織を呈するが全般に変質汚濁している。

さらに上位約20mの凝灰角際岩の礁には石英安山岩が認められる。

鏡下では

斑晶 : 斜長石(中性長石位)，石英，普通輝石および黒雲母，なお多数の安山岩片が捕

獲されている。

石基: ガラス質で脱破鳴している。斜長石微品，黒雲母，鉄鉱など。

捕獲されている安山岩片は基性の安山岩で、あって，斑品として亜灰長石位の斜長石，普通

輝石，分解した撤概石が認められる。また，石越中に燐灰石を含むものがある。
);，) 21) 

藤岡一男，松井愈らによって紅葉山厄tの火山活動は玄武岩質の塩基性のもので，滝の上

回のそれは石英粗商岩質の酸性の火山岩で代表されているといわれているが， ζの点につ

いてはもっと組織的な研究，検討がなされなければならない。さらに域外であるが様式地

の紅莱山胞の基底には厚さ 2mの酸性凝灰岩があること，紅葉山南方夕張川に沿って夕張

市十二哩から十三哩の間に滝の上層の基底牒岩とされている機岩が3カ所露出するが，い
註1)

ずれも基底際岩とは断定し難しかっ従来いわれていたように石英粗面岩の礁を主とする

註わ

ものではないという事実なども併せて検討を要する。

東部l乙分布する滝の上層はいわゆる滝の上化石動物群を産する様式地の滝の上層の北方

延長であるが域内では化石の産出は少い。すなわち，熊の沢本流において基底部から 15~

16 m 上位の砂岩か ら，Cardium spけ A⑫a(り sp.，Crepidula spリ Tateiwαiasp.， 

註1) 少くとも南部の 2ヵ所i:t明らかに層間際岩であり，両者には可なり上下関係、がある。すなわち，もっとも南部

のものは， 中部のものの上に泥岩層を距て重なるものである。

註2) この際岩の主要榊成員は石英粗商岩であるとされているが，このほかに可なりの量の粘板岩，チャート，花崩

岩，砂岩，泥岩の円l普磁.:!lli角磁を混じている。
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Turritella sp.等が得られたが，保存はあまり良くない。しかし，とれらから察すると熊

の沢流域で幌内層を直接覆うのは紅葉山層でなくて滝の上層であると考えられる。 ζの含

貝化石砂岩が北方l乙次第に泥岩に側方移化するととは前l乙述べた通りであるが， ζの泥岩

中には北方域外阿里子呂川にかけて JJ1akiyamachitanii (MAKIYAMA) が普遍的に認めら

れる。

草木舞沢背斜の軸部に露出するVJレト岩一一ーととで見られる滝の上層の最下部であって

紅葉山層と考えられていた から，有孔虫化石として Sigmoilinasp. (Few)， EJ戸onides

niPponicus (FUSEJIMA & MARUHASf王r)(Rare)， Ammodiscus sp. (Rare)， Martinottiella 

(フ)sp. (Rare)， Hat!ophragmoides sp・(Rare)等が検出され，中新世と考えられる。

馬追山背斜の軸部lと分布する滝の上層は主として帯緑色の細粒砂岩からなる。砂岩は全

体として凝灰質を帯び，炭化植物片を多量に含んでいる。稀に Yoldiasp.， Macoma sp.， 

Trachia sp.等の保存不良の海棲軟体動物化石を含み，古山西方，松井鉱泉附近の砂岩か

らは若干の有孔虫化石が検出された。浅野清の鑑定によれば Efμidiumsp.とNonionsp. 
;=)9) 45) 

が大部分であって，前者は静内，比宇地方のブラヌイ層および紅葉山南方の滝の上層(襟
註1)

式地〕中に認められるものと全く同ーのものであるといわれる。

馬追山背斜の西翼，松井鉱泉西方あるいは幌力日附近では本層の最上部K.東部地域の本層

上部の泥岩層と全く同様な泥岩が認められる。この泥岩は著しく凝灰質を室し，安山岩質

凝灰角際岩を挟有し，これは稀lこは径lOcml乙達する安山岩礁を含んでいる。

乙ζでは本層の下限は不明である。上限についても露出不良のため決定し難いが，最上

部の泥岩が認められないところがあり，後述するように，上位の川端層が陸成層からなる

ことから，川端層の堆積盆の西側の縁辺部lζ当っているものと堆定され，不整合の可能性

が強し〉。

滝の上層の地質時代は，域内の化石からは不十分であるが，域外夕張市十二哩と十三昭

の間で，本層の黒色泥岩の下位K.位し3枚内外の礁岩を挟有する緑色あるいは細粒凝灰質

砂岩中から次のような軟体動物化石が得られ(第3表)，乙れから滝の上層の地質時代は

中新世中古期と考えられ，日高地方の栄層，ブラヌイ層に対比される。

なお，前述の通り本地域内東部の滝の上層の大半があるいは下部の砂岩層が従来紅葉山

層とされていたが，上部の泥岩層は様式地の滝の上層の泥岩層と全く同ーのものであり，

両者の連続も確認され，かっ砂岩層をこれから別の地層として分離する ζ とは野外調査の

註1) EJllJ!/.(<l-[urn印刷別出凡.sP.ASANO. n.叩. (M.S)，浅野清の書翰による。
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第3表 滝の上層軟体物動物化石

Anadara sp. 

Ostrea gJ廿ιitestaYOKOYAMA 

Ost問。 sp. (cf・gigas)

Fellaniel!a usta (GOULD) 

Clinocardium shinjiense (YOKOYAMA) 

Fitar sp. 

Meretrix arugai OTUKA 

Dosinia sp. 

Cyclina japonica KAMADA 

Mercenaria sp. 

Spisula voyi GABB 

11Aacoma nasuta (CONRAD) 

Macoma incongrua (MARTENS) 

Solen krusenstrei SCHRENCK 

Afya cf. japonica JA Y 

Cerithidea cf. ishikariensis YOKOYAMA 

Certhium meisense (MAKIYAMA) 

Tateiu'aia cf. tateiwai (MAKIYAMA) 

註1)

結果不可能であり，化石の資料からも両者を一括して滝の上回とした。前述したように従

来様式地において滝の上回と紅葉山!留とを分献する根拠となった前者の基底磯岩層は疑問

の点があり，かっこれを本地域内まで追跡する乙とができないのみならず，地形，岩相分

布その他から熊の沢における本層の基底の不整合は紅葉山屈の基底の不整合lこ連続する可
註2)

能性が十分認められる。これらの解決は将来の調査研究に侠たねばならない。

II. 3. 2 川端層

川端層は今井半次郎 (1921)により命名せられた。本j脅は図l園地域の東半部lと広く分布

し，由仁町川端附近から夕張市十二哩附近l乙到る問，夕張川に沿う一連の露出においてよ

註1) 北海道炭砿汽船株式会社.手烏淳も同様な結論に達している (lÐ，ï~年日本地質学会総会講演〉

註2) LかL.紅葉山層からは所調紅葉山化石動防群と呼ばれる幌内化石動防群に近似する化石動防群が知られてい

る。この化石動均群i士、ノノレト岩から得られたものであり，幌内化石動防群の要素が滝の上化石動防群上り k位の
;19) 40) 

回準の泥相から産することが知られている今日，紅葉山府の基底の砂岩中の化石動防群の検討が必要である。筆

者らは砂岩府中からは若干の破片を見出し得たにすぎない。



13 

第3図 夕張川千鳥の滝附近における川端層の露頭

く観察される。第3図は滝の上附近，千鳥のi竜における露出であって，この露出だけで地

層の厚さにして約250mが完全に露出している。このほか，図幅地域の南西部および西縁

馬追山附近にも分布する。

東部では，川端層は滝の上層から整合lこj斬移するが，その境界は比較的容易に判定でき
1日)Jつ〉

る。一方西部馬追山附近では不整合が存在する乙とも予想、される。従来，一部の人々によ

って互に異相関係にあるとされていたが，本層の下部は火山砕屑物を含まない砂岩 ・泥岩

の互層からなり，著しく火山砕屑質を呈する滝の上層と対照的である。

本層は主として砂岩，泥岩，際岩の厚い累層からなり，全般持lこ東部程粗粒堆積物が多

く，かつ層厚も厚く，西に行く lこ従って粗粒堆積物の量も少くなり地層の厚さも減少する。

最初に東部および南部地域の川端層について述べる。ここに分布する川端層は築別向斜

および本安平背斜の両翼を構成し，砂岩 ・泥岩の規則的互層および機岩に始まり，漸移約
註l)

l乙砂岩，砂岩 ・泥岩互層を経て泥岩あるいは泥岩の優勢な互層に終る周期的累層からなり

中位に顕著な4枚の灰白色浮石質凝灰岩 (Kl-K4)を挟有している。

註1) この一周期に対して輪廻層とL、う名称を用いる。輪廻層が不完全な場合にほ，上部の泥岩ないし泥岩優勢な互

層を欠き，砂岩泥岩互層のk位に直ちに次の輪廻層の磁岩が重なる。さらに不完全な場合には.磁岩から漸移す

る砂岩の上に次の輪廻層の磁岩が始まる。
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大きくみると，下部は勝、岩が少く泥岩優勢な岩相からなり，中部すなわち， K2から上位

K4の上400mまでの問は磯岩がもっとも卓越し，輪廻屑がもっともよく発達する。 さら

に上位200mは細粒磯岩および砂岩l乙富み， 最上部は磯岩の少い砂岩・泥岩の規則的互層

からなり，硬質頁岩iζ移化している部分がある。

磯岩は主として黒色の粘板岩礁からなるが下部の磯岩中lζは花関岩礁がかなり顕著であ

る。牒の大いさは，中部の礁岩がもっとも大きく，人頭大に達するものが見られるが，一

般には胡桃大のものがもっとも多く， 下部および上部では一般に細粒である。円磨の程度

にも著しい差があり，亜角線から円磯まで変化l乙富む。

1深岩は普通輪廻層の最下部lとあって，下位に接する輪廻層との接着面は極めて顕著な平

姐な面をなす (第4図参照)。機岩は下部から上方l乙向って徐々に磯の大いきを減じ，次第

!c砂岩l乙移化している。本層の機岩には礁の長径が一定方向をとるとか，層理を示すとか
註1) 

の内部構造は殆ど認められな く，しばしば，川端層自体の砂岩，泥岩の磯あるいはその互
註ヨ)

層した岩塊をとりこんでいる。際岩は一般に泥質の膝結物によって勝結されており，中に

は泥岩中lζ礁が散点する程度の機質泥岩 (conglomeraticmudstoneあるいは tilloid)と

なるものカまある。

砂岩は，上述の疎岩の上位lとあって，Ti諜岩から漸移するものと，泥岩と互層して輪廻層

の中位にあるものとがある。前者は塊状を豆し，上部は細粒砂岩からジノレト岩となり，遂

には互信j部の最下位の泥岩lζ移化している。従って粒度は磯質粗粒砂岩からシノレト質砂岩

までであって，粗粒部では粘板岩粒がEE結物の中に胡麻塩1犬K_顕著に観察される。互層中

の砂岩は通常細粒から中粒であって，細かい薬理によってj反状を呈する場合が多い。厚さ

は一般に数 cmから 10数cm，時には数 10cmとなる。

泥岩は砂岩と互層するものと輪廻層の上部lζ厚く発達するものとがある。一般に徽密で

黒灰色から暗青灰色を呈する。

互j露中にはしばしば層間摺曲が観察される O とのような層間摺曲は一定の層準lこNNW

-SSE方向すなわち川端層の堆積盆の延長方向に延々と追跡され，かっ層間摺曲の摺曲軸

は多くの場合前述の方向と一致している。(第4図〕。乙れは一旦海底lζ静止した堆積物

が，海底地とりによって移劃した結果によるものと考えられ，前述の機岩中にとりこまれ

ている川端層自体の礁ないし岩塊は，同様な原因によってちぎれたものと考えられる。

註1) slumping bal1. 

註2) slumping block or shect. 



dct2 

第4図 川端層中の層間湾曲(夕張市i屯の上・滝下聞の道路切割)
cg:上位の輪廻層の最下部の磯岩。

alh:砂岩・泥岩互層，砂岩が卓越する。

altz :輪廻l層の最上部，砂岩・泥岩互層，泥岩が卓越する o

sst:板状層理を示す砂岩。

15 

凝灰岩は前述の通り 4枚あって有効な鍵層となる。最下部のそれと最上部のものまでの

間は地層の厚さにして 1，000~1，200 m ある。しかし本安平背斜附近では乙れらが接近して

500m前後の間にある。本安平背斜附近では， これらを細かく追防、することはかなり困難

であるが，不充分ながら ζれら鍵層と東西方向の地層の厚さの増減を示したのが第5図で

ある。

これらの凝灰岩は石英安山岩質粗粒ないし細粒凝灰岩であって図幅の築別向斜の東翼に

おいて北限から南限まで完全に追跡され KzとK4とは顕著な山梁を作っている。 K1は草

木舞沢流域以南lこ発達し砂岩・泥岩と互層し総厚約5mである。 K2は顕著な山梁を作る

ため，乙れを切る沢が少く詳細な柱状は得難い。観察された限りでは 5m内外の厚さの散

密堅硬な帝国粒凝灰岩からなる。 K3 は厚さ 5~8m で，細位凝灰岩と粗~中粒凝灰岩との互

層をなし，粗粒凝灰岩中には浮石僚を含むことがある o K4は4枚のうちもっとも厚く南部
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では 20m以上となる。一般に北方で薄く10m内外で下部は中粒ないし粗粒の浮石質凝灰

宏からなり，しばしば火山砂を挟有し，最上部は板状屑理を示す堅硬な細粒凝灰岩となる。

夕張川以南では中上部に厚さ数 m の泥岩があって， 2枚K分れ，上下はおのおの粗粒から

自l地にいたるl住宅責輪廻を示している。

本安平背斜の両翼では一般に薄くなり，かつ全体が細粒となり，個々の露頭においてKl

~K4 のいずれに当るか判定し難い。

硬質頁岩は支安平附近および夕張川の南岸築別向余|の!J4lI部 l乙露出する。 前者は 5~15cm

の)享さの板状硬質頁岩と 2-3cmのあるいはそれ以下の薄いVノレト岩との互層からなり，

滞い細粒機岩あるいは粗粒砂岩を挟み，また厚さ数10mの白色の 凝灰岩が一枚認められ

る。とれを北方に追跡すると川端層の互層に倶Ij方移化する。本硬質頁岩は南l乙接する振老
14) 48) 

油田地域l乙発達する軽舞層の下部~C連続する 。 すなわち，本地域における川端麗と南K接
14) 48) 

する軽舞層および振老層との関係は第5表対比表の通りである。

築別向車!の軸部l乙露出する硬質頁岩は上限は不明であるが，川端層の上部をなす砂岩 ・

泥岩の規則的互層の上lζ整合l乙重なり， 硬質頁岩と磯岩との互層をなす。硬質頁岩の厚さ

は5-7m，li紫岩は細粒の石繁からなり厚さ 30~50cm である 。 との硬質頁岩は後述する馬

追山JEiのものとも考えられる。

以上述べた図i隔地域東部お よび南部l己分布す る川端iJJ習は全体を通じて Makiyama

chitanii (lVlAKIYAMA) および有孔虫化石を普遍的~C産 し， 特 lζ随所lこ Cyclα仰刊ina spp. 

第4表川端)司有孔虫化石

AmmodiEcuS incertus d'ORBIGNY 

Ha戸10ρhm夜間oidesrenzi ASANO 

Haplo.ρhragmoides cf. trulissatum (BRADY) 

Cyclanl1明inacancellata BRADY 

Cyclammina incisa (STACHE) 

Cyclam押1inajaponica ASANO 

]'dartinottiella communis (d'ORBIGNY) 

Planulina niρ，ponica ASANO 

T1'Ochamina sp. 

Bulimina sp. 

Cribrostomoides sp. 

Globigerina (?) sp. 
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これらのほか diatomおよび radiolariaが認められる。が肉眼で識別される。鏡下では，

本層中には以上述べた化石以外l乙動植物化石は全く知られていない。

本層中から得られた有孔虫化石種を一括表示すると第4表の通りである。

馬追山周縁』己分布する本層は前述の地域と異り主として陸成層からなる。すなわち，滝

の上層の砂岩あるいは泥岩を覆い一一不整合の疑がある 砂岩・泥岩ないしシノレト岩互

層，礁岩，凝灰岩などからなり，炭質頁岩および石炭を挟有する(第6図)。

本層中の磯岩は，主として粘板岩の細疎からなり， 塊状をなす組粒砂岩も同様粘仮岩の

粒からなり，東部および南部地域のそれらと甚だよく似た岩相を呈する。凝灰岩は白色細

粒均質であり，地層が著しく薄くなる本地域では川端層全体が火山砕屑質となっていて，

νノレト岩となる Oνノレト岩ともに凝灰質の砂岩，泥岩，砂岩，泥岩，

とれを南lζ追跡すると険淵川の南部で一旦地表下lこ没し，図幅の南限近くにいたって再

び地表にあらわれる。ことより南方では北部とは異り川端層は砂岩 ・泥岩の規則的互層を

言酬時間

巳砂岩

回棟附岩
砂仰灰岩冨シ刈ル

自砂附帖岩品シjレト明

日開
日凝灰岩

田 石炭
日 間

主とし，Makiyama (hitanii (MAKIYAMA)， Cyclammina spp.を含む海成層となる。

由

仁

喧

端

ラOOmヨ三 .~ヲO~50cm白色凝灰岩

=ごτニーっこごてご

層

同
刊
E
'
lf 
由
ホ鉱井AH

 

4
A
a
 
山

湾
の
よ
層
(
?
〕
古 O 伏見西部

有~L:主化石

馬追山F付近柱状図第6図
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川端居は，前述の有孔虫化石 Cyclammina-Ha.ρ10ρhragmoides-lvfartinottiella群集ーー

を含み中新世の地層である。しかしてその層位上の位置から中新世中上部と考えられる。
註1)

II. 3. 3 馬追山層

本層l宇馬追山の東斜面を標式地とし，古山西方，沢沿いの道路でその全体を観察するこ

とができる。本層は馬追山背斜の両翼および乙れに併走する追分向斜の東翼にそのはねか

えりが分布する。主として日音灰色の硬質頁岩からなり，馬追山背斜の両翼では基底l乙集塊

岩および凝灰岩が発達する(第6図)。

下位の川端層との関係は整合一連である。すなわち集塊岩の発達しないと乙ろでは全く

漸移的であって岩相上判然とした境界はひき難い。

基底部lこ発達する集塊岩は標式地では厚さ 25m内外で安山岩機のみからなるが，域外西

翼ではかなりの量の外来線を混え集塊岩質繰岩となる。南方協和附近では安山岩質混成凝

灰岩となり厚さも数m となる。幌加の西方では厚い火山灰層の被覆があって確認し得ない

が，おびただしい安山岩の転石の存在と地形とから集塊岩の分布が推定される。安平山よ

り南方および本安平，支安平附近では集塊岩およびζれに類するものは全く認められない。

安山岩礁は比較的新鮮であってp 日音灰~日音緑灰色を呈し，かなり綴密堅硬である。肉眼

では斜長石の斑品が認められる。

鋭下では

立Ea'1， : 斜長石，紫蘇蹄石，普通部石からなる。斜i豆石fi長柱状を呈L，中性~曹灰長

石に属する。アルカリ 長石縁をもつものがある。

石越 : ガラス主主流品質ないし毛挺状を皇し， 微細な斜長石，粒状の単斜輝石，ガラス，

鉄鉱などからなる。

集塊岩の上位には標式地では凝灰質砂岩 (厚さ約 30m)が発達する。 この砂岩は中~

粗粒でかなり淘汰されている。

硬質頁岩は新鮮な面で黒灰色，風化面では赤褐色を呈し，i/ノレト岩の薄層と互層する。

硬質頁岩の単層の厚さは概ね 1O~30cm で， 様式地での全層厚は約 130m であるが，域外

西翼では僅かに 2~5m とな る 。 追分附近より南方ではかなり厚くなり 1，000m!ζ達する。

硬質頁岩は上方に次第に後述する由仁層のシノレト岩に移化するが，両者の問!e，所によっ

ては著しい指交関係が認められる。

本層からは全く大型化石を産しない。有孔虫化石は硬質頁岩中l乙普遍的l乙産出する模様

註1) 新称
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で，各所において Cyclamminaspp.が肉眼で認められる。本居は南K接する早来図幅地

域内の軽舞層の上部にほぼ相当する。

II. 3. 4 千歳爽炭層

千歳爽炭層はl幌加の西方，馬追山背斜の西翼l乙発達する。本層の基底をなすものは前述

の安山岩質集塊岩であって，その上位K整合に重なるものと考えられ，凝灰質岩，凝灰岩

および乙ノノレト岩からなる。 3枚の炭層を挟有するといわれるが，露出不良のため確認し得

ない。本腐の石炭が稼行されたのは昭和の初議らしいが記録はない。

本爽炭腐は前述の馬追山層の!~質頁岩から由仁腐の最下部fr;j、目当する陵成相と考えられ
註1)

る。

II. 3. 5 由仁層

本層は図幅地域の西半部，馬追山背斜の両翼および、追分向斜の~qb部に分布する。下部は

青灰色Vノレ ト岩，上部は磯岩からなり， νノレト岩の下部にはレンズ状の安山岩質集塊岩を

挟有する。

本暦は下位の馬追山層と一部側方I乙移化し合う。

シル卜岩は新鮮な面では青灰色を呈し風化乾燥すると白色の軽い片状となり崩かいす

る。全層を通じて層理lζ乏しいが， 稀l乙薄い砂岩の薬理あるいは 1O~20 cm の白色の凝灰

岩を挟有し，乙れらによって辛じて走向傾斜を測定する ζとができる。 νノレト岩は全般に

かなり凝灰質を呈し，かつ所によって珪藻岩 (diatomite)状を呈する。

由仁!習下部に認められる安山岩質集塊岩は馬追山の東斜面においては硬質頁岩の上限よ

り概ね50m位上位にあって厚さ最大20mK達する。南方協和附近では安山岩質粗粒凝

灰岩となるが，馬追山背斜をはさんでその反対奨では著しく厚くなり厚さ最大数 100m に

なる。と ζでは前述の通り，本集塊岩層の下位には千歳爽炭層が横たわっている。このよ

うな含炭部は極めて貧弱で=あるが，古山の西方の集塊岩の下位にも存在し 5cm内外の粗

悪な石炭を介在する砂岩およびVノレト岩の互周が局部的l己認められる。本νノレト岩と馬追

山屑の硬質頁岩との指交関係は馬追山東麓伏見附近で観察され，追分向斜の両翼ではνノレ

ト岩中lζ しばしばl硬質頁岩をレシズ状lζ挟有している。

集塊岩の安山岩礁は育灰色を呈する新鮮な堅硬微密なものから，B音灰褐色を呈する多孔

質なものまで種々ある。新鮮なものでは長径2mm以下の長柱状の斜長石斑品が認められ

r，) 
註1) 村田析 (192:1)による千歳爽炭隠は本間と馬追山附近に分布する陸成川端用とを一括している。筆者らは両者

の問に上下関係があることからこれを分離した。
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る。

鋭下では

斑1iI， : fJ¥十長石，紫蘇輝石， fT通部石からなり，{j$↓長石は首灰長石に属し，中粒大，柱

状あるいは卓状を呈L，紫蘇輝石は短柱状，普通郡石は粒状をなす。

石基 : 完品質毛fiE状組織を呈し，長柱状の中性長石程度の斜長石，粒状あるいは柱状

のli't斜獅石および微粒の磁鉄鉱などからなる。

新曲余淵![露出する安山岩質粗粒凝灰岩は，細礁ないし粗砂大の火砕岩粒を主とし，少iLl:

の細かい砕屑物，結晶片が11jjをうめている。殆ど無淘汰で粒はj臼型を呈する。同質・ ~~i質

の火山際，粗粒火山灰が無淘汰l乙jit積したものであって非火砕物は全く混入していない。

機岩は図l臨地域南西隅の南北性の山梁，古山北方および追分向斜の軸部安平川の南岸iζ

露出する o 主として胡桃大ないし指頭大以下の古期岩類の円礁からなり，砂岩と互Fiす

る。磯岩，砂岩はよく淘汰され，一般に固結度は極めて低い。本勝、岩と前述のνノレト岩と

の関係は整合一連であり，かつ一部相互に側方l乙移化し合うものと考えられる。

由イ二Jr'i'ま全体を通じて大型化石の産出は極めて稀である。筆者等は協和部落の神社附近

![係出し，集塊岩の周縁中日と考えられる凝灰質粗~中粒砂岩中から Cardiumsp.， Natica 

sp . その他種属自主定不能のもの 2~3 個体を採集しただけであって，とれだけでは由仁府の

唯加の!時代を決定し得ない。本!円の地質時代を決定する古生物学上の資料としては1956年
:14) 

始めて木wiの下 ~'f[~から Cyc!ammina ja"ρonz白 ASANOが報告され，少くともとの下部は
44) 

中新世lζ属すると考えられるにいたったが，Mili，土田定次郎の研究により，由仁w:の乙/

jレト岩からなる部分は，Cyclam附ina-Hatlothragmoides-Ma1"tinottiella 鮮集を産し， ζれに

}<.ponides sp.， Bulimina cf.ρutoides， Spirosigmoilinella comtressaを随伴し，南!c接す

る早来図柄j也j或の軽舞胞に対比され，上告II中新|止である ζとが明らかにせられた。

本田は最初J馬追山胞と J舌して追分!百と呼ばれていたが，現在では一般の慣例として迫
註1)

分jF!という名称は由仁庖のνノレト岩iζ限られているようであるo前述した通り両者の↑!日，

および νノレト岩とさきに述べた際岩との問に異中I~j関係が認められ，乙れらは地周として独

立するものではなし岩相単位の区分と見る方が適当とも考えられる。磯岩は本図的の北
。~ )訂~)

l乙接する夕張図，~沼地域内 lζ分布する采山線岩lζ相当するものと考えられる。

詰1) 追分附近では，この全ぼうを観生活11.¥来ず.J二下の地図に対する関係も把握出来ない。

~[t2) 筆者らにより標式j也の本郡岩の上部の砂岩中に挟有されるシノレト岩から /Uatol礼 (Common). Cαssi<1tll仰 a

印. (l~al ・e). l!l，J'lStO川町llrtjOlJoinca ASANO (Rf11けが検出されている。
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II. 3. 6脈岩

本脈岩は，馬追山の 2:71] 1乙併走する山稜のうち，西側の山梁を形成している。南北の方

向をとり，その延長は松井鉱泉南方から北方図幅地域外まで約5.5km，I障は最大 120mに

およぶ。東へ向って傾斜し，その傾斜角は 50-600であって，川端層のそれと殆ど差がな
註り

いため，個々の露出では堆積時の熔岩流と誤認され易い。しかし，全般からみると川端層

と斜交し，南から北へ向って徐々により上の層準を切っている。本脈岩は松井鉱泉附近で

下盤の川端層の泥岩に若干の変質を与えているのが観察される。との脈岩はH音緑灰色の安

山岩であって，綴密竪硬で板状節理が発達する。肉眼では斜長石の斑晶が認められる。

鏡下では，

斑晶: 中粒大の亜灰長石および曹灰長石，少量の普通輝石および微量の紫蘇輝石から

なる。稀に炭酸石灰に置換した撤概石らしい結晶が認められる。

石基: 完品質毛髭状組織をなし，中i生長石位の斜長石，かなりの量の単斜輝石および

鉄鉱からなる0
20) 

ζの目灰岩の貫入の時代については， ]l[端層堆積後といい得るにすぎない。舟橋三男によ

れば本脈岩は雨龍 ・空知地区にみられる玄武岩岩脈と同一時期すなわち鮮新世後半ないし

後鮮新世一一一滝川期後半ないし後滝川期 としている。しかして， 一方が玄武岩であり

他方が安山岩であることは岩石区の相違によるものであろうとし，この対立は堆積区のち

がいと対応するものであろうと推定している。

第5表lζ示す通り，この地域から南方の諸地域の図隔調査が完了し，おのおの地域毎l乙

層序が明らかにされている。 ζれらの対比についてはかなり問題もあるが，筆者らの見解

に従って表示しておく。フラヌイ層，栄層，農家層，滝の上層は最下部に炎炭する部分が

あり 一本地域内のi竜の上層には見られない一一一，その上位に浅海温暖型の中新世化石動

物群を産する砂岩層があり，最上部は火山砕屑物l乙富む泥岩からなり，表示した地域全域

を通じて一連の地層と考えられる。トニカ層は最上部の泥岩しか露出しないが岩相から同

ーの地層と考えられよう。受乞層，アベツ層，振老層，アヂミ沢層，および川端層の主部は

規則的な砂岩・泥岩互j菖あるいは磯岩，砂岩・泥岩互層，泥岩の順序で繰返す厚い単調な累

層をなす。元神部層，二風谷層から荷菜層の下部にかけての部分，軽舞層から萌別層の中

下部にかけての部分，静内層， ]I[端層の最上部から由仁層までは硬質頁岩〔比較的下部に

発達〉と珪藻質νノレト岩(比較的上部に発達)とによって代表される層準であって，若干の

46) 

註1) 長尾捨ーらは恵庭図情(札幌~第31号)説明書で馬追山層堆積の開始期における熔岩流であろうとしている。
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第5表 新第三系対比表

静内(1958)I 
門別(1958)I宮川(1958)I早来(1960)I鵡川(1960)I春立(1960)I追分(1960)
比字(1959)I 
吉田・松野 1今井・角 |松野 ・石田 I111 ロ|佐藤 ・山口|松 野・秦
佐藤 ・山 口

厚賀層l
荷菜層 l

萌別居|萌別層

一一昨一一
受乞層 |アベツ層 |振老層

世 ブラヌイ層 i栄

露
出
せ
ず

一←一一一一一一一 、ハ ? ~

fl五 l二 l露出iせず
農家居|滝の上層

先白霊系 |幌内 層

泥質相特有な軟体動物化石と放散虫辿紋とで特徴づけられ，有孔虫鮮集は，下位のアペヅ

屈のJl"'i準から引続いて Cyclammina-Hatloρhragmoides-j1"lartinottiella群集が認められる。

厚1~J習は Pecten (Fortitecten) takahαshii YOKOYAMAを含む化石動物群を産し，鮮新

位の地問であるが，表示した地域で， 乙れが知られているのはj享~層のほか舜別居だけで

ある。荷菜層の上部，萌別層の上部は，これらより下位の庖準と異り砂岩層が卓越し，下

位の岩相との問~C:割合急激な岩相の変化が認められ， 野外の追跡、から厚賀層 l乙同位である

ζ とが充分予想される。域外の観察では由仁層の最上部磯岩の上位には砂岩が卓越し，と

の砂岩は岩相から厚賀層と同層f立の疑もある。

II.4第四系

第四系は主として図l隔地域の西半部に発達し，角困層，地形から推定される古い扇状地
註1)

堆積物，厚い陸成の火山灰層，河岸段丘堆積物，きわめて新しい扇状地堆積物および沖積

註1) 地形の項で述ベたように，夕張川が角田盆地に入る ところに新旧二つの扇状地が認められる。古い方の扇状地

は後述する火山灰層によって厚くおおわれ，その堆積物は現在地表では全〈認めることが出来ない。
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層からなる。これらのあるものは，前述の厚い火山灰層に直接被覆され，また他のあるも

のはその二次的流出による厚い被覆iこおおわれ，さらに極めて新期の樽前火山の降灰が殆
ど全体をおおっているため調査は著しく困難である。

II.4.1角困層

角田層は角田盆地の周縁部，およそ海抜80m以下に分布する。前述したように露出は

きわめて不良であって，その全ぼう，分布範囲，および他の地層あるいは堆積物との関係
註1)

は把握し難い。

御園，角田附近においてその下限は不明であるが，主として青灰色細粒砂および同質の

砂と νノレトとの互層からなり，径 1~2 cm の円礁からなるi深層， 泥あるいは埋木片を挟有

する。本層の砂層中にはしばしば直接下位に接する第三系の岩片を礁として取りこんでい

る。最上部には暗灰色の粘土があり，その上位は次に述べる火山灰層の一員である安山岩

質の火山砂棟、によっておおわれている。(第7図， a~c) 

本層は前述のように角田盆地周縁の 80m以下の台地を作って分布するものと考えられ，

協和附近，追分，中安平，本安平附近にその露出が点々と認められる。協和東部および追

分市街地附近の露頭の柱状図は第7図d，e i乙示す通りである。本層はその分布から湖成層

a b c d ' 

ラOm

ω
M
N
m
旧
。

御鴎 御園(:)7~川川岸) 商角田 遁分市街 東部協和

図磯 田砂 圏 シルト 国 結土 臼 埋木時日泥炭 図 《嶋田 開圏第三系

第7図角田層柱状図

註1) 後述する火山灰層は角田層および地形からのみ推定される古い扇状地をおおって広〈分布し。その分布の周縁

では，角田層の基盤をなす第三系を直接おおい.ほぽ現在の地形なりに高度 200111におよぶ山肢にも各所に認

められる。従って.角田層，古い扇状地堆積物火山灰層は地質問にはー揺して塗色してある。
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とも考えられるが，確実な証拠はない。飯塚保五郎の茂世丑層は本層の北方延長であろう

ととはその分布する高度および解析の状態から疑いないものと思われる。

II. 4. 2 火山灰層

本図I臨地域の火山灰層は，現河床Jitt貨物の表面を除く殆ど全域を現在の地形なりにおお

うきわめて新しいものと，角田層および古い夕張川の扇状地形をおおい，後述する新しい

扇状地形および河岸段丘によって切られる ものとの 2つにわけられる。

後者に属する火山灰層は図幅地域の西半部lこ厚く分布しているが， 地質図に表現してい

ない東部地域にも所々山腹などにその小分布が認められる。全般的lこ西部に厚く発達し，

黒色擦土

/イ土?竺L
三¥で竺一一O~15 cm 

¥¥火山灰質赤土
O.8~1.0 m 

ぞ---、、 黄色浮石 2m 

B ¥、 火山灰質粘土

¥、白色浮石 80cm 

¥¥行竺竺-.8m 

¥¥竺竺一一
¥¥火山灰質粘土 1m

青灰色粘土
~ーーー (角田照〉

第8図 追分町市街北西， 協和南方の火山灰層の露出
ド図中最上部の白色細粒浮石は現河床氾濫原を除いて殆ど全地域をおおっている

ことから沖積世に入ってからのものであり，極めて新期のものである O
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東方l乙薄くなるようであり，西限の馬追山周縁では殆ど全体にかなりの高度のところまで

分布している。

第8図は追分市街北西協和南方の人工切割における火山灰層の露出である。火山灰層中

下位から 2番目に位する火山砂礁は安山岩質の粒粒火山砂からなり，しばしば指頭大の礁

を混えており，とれより南方追分市街地周縁から南に接する早来図幅地域まで追跡される。

これより北方では殆ど観察できないが，御園，南角田附近lこ若干発達する。御園附近では

この上位~L磯層が重なるところがあり，南角田附近では泥炭を挟有する νノレトが重なると

とがあり，かつ火山砂磯層中l乙偽層が認められることなどから，角困層と一部同時期の堆

積物と思われる点もある。中上位l乙位する厚さ 2m内外の黄色浮石は溶脱した鉄分の沈澱

によって染められたものと考えられる。乙の浮石層は径数cmにおよぶ大粒の浮石からな

り，ととろによっては厚さ 10m以上に達し殆ど図幅地域西半部を覆っている。

はじめに述べたきわめて新しい火山灰層は，現在の地表面を被覆する腐蝕土の直下にあ

って，一一一むしろ腐蝕土中に 介在してー径数mmの白色の浮石からなり，厚さ 30-50

cm ~こ達する。との火山灰層はさきにも述べたとおり ， 現河床を除いて全域を覆っており，

きわめて新しい時期の降灰によるものである。

ζの附近l乙発達する火山灰層は近年土性調査の方面から調査研究が進み，この細分編年

から北海道の第四紀における火山活動の編年が試みられつつある。

筆者らは，今その大略の分布と，その成層状態に若干触れるだけにとどまったが，詳細

については今後の研究に侠たねばならない。

II.4.3 河岸段丘堆積物および扇状地堆積物

河岸段丘堆積物は比高20m内外の河成段丘面を薄くおおっている。堆積物は砂礁を主

とし粘土， νノレトなどを混え，その厚さは僅か数mにすぎない。本段丘堆積物中あるいは

その上には前述の火山灰層は最上位の浮石層を除いて認められない。

扇状地堆積物は前述のとおり，川端の西端から中三川を経て三川lこまで拡がる扇状地が

地形から推定される O との扇状地はその位置および分布から夕張川による古い扇状地であ

ることは疑いない。しかし現在，厚く火山灰層におおわれて全くその堆積物は観察できな

い。これより新しい扇状地が川端附近から夕張川の左岸に広く発達する。乙の扇状地は，

さきに述べた古い扇状地を切り，川端附近で両者の標高差は20mである。而して現河床

面との比高は同じく川端附近において20m内外である。現河床との比高は下流に向って

徐々に小さくなり図幅地域北限では 10m以下になる。
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本扇状地を構成する堆積物は，川端附近の河岸の崖で観察され，主として際および砂か

らなり，若干のジノレトを混えている。

この扇状地堆穣物と前述の河岸段丘土佐積物との関係は明らかでない。}I1端から円山附近

における扇状地面と対岸河岸段丘商との問に殆んど標高差は認められないことから，両者

は同一， かつ一連の堆積物とも考えられる。

との扇状地を下流に追跡すると，夕張川が石狩平野l乙注ぐあたり栗山附近で標高20m

内外となり，この先は石狩平原の低湿地となり，夕張川は平原中をゆるやかに自由蛇行す

る。 ζのような河川勾配の遷急点は石狩平野周縁において標高15m内外のと乙ろに存在

する ζ とから，田上政敏は当時石狩平野は潟湖 『石狩潟湖 ←の状態にあって， j海面は現

在より 6m高く最大 15mにわたっていたと三考えている。このような事実から考えると，

乙の扇状地堆積物は石狩潟湖の時期の土佐積物であって，海水面の現位置までの降下によっ
Jl1) 

て，侵蝕が回春し，現河床と現在見られるような比高をもつにいたったものと考えられる。

II.4.4沖積 層

この項に述べる沖積層は殆ど現河床の堆積物iこ限定する。前述の扇状地は石狩潟i胡が沖

積世のものであるという田上の説にしたがえば，その当時の沖積作用により形成されたも

のとプ与えられ，本項に入られなければならないが，その地形上の性状から独立してさきに

述べた。

現戸ITJ;iミを構成するil:11積層の主要なものは夕張川，c沿って発達するものであって，主とし
てi5J~J岩類の円磨礁からなり，若干の第三系から由来した礁を混えている。その厚さはき

わめて薄く，数m'乙も達しないととろが多いようである。
本安平川，剣淵川の流絡に沿って発達するものもかなり広い分布を示している。これら

の両河川はきわめて勾配がゆるやかであって，著しい自由蛇行をしている。これらでは河筋

に殆ど基盤である第三系が認められず，沖積層の全ぼうは不明である。本安平附近の河道の

切替工事場で観察されるところでは，中~粗粒の砂ジノレトおよひP火山灰からなり，厚さも数

m 以上iこ達する。また， ζの氾らん原中には所々に低湿地があって泥炭地となっている。

II.5 地質構造

乙の地域は，低度の動力変成岩と蛇紋岩の貫入とによって特徴づ、けられる一大構造帯を

註1) このような石狩平野周縁の扇状地堆積物の時代は沖積世と考えられている。これが事実とすれば夕張川に治う

ltl~î 20 m内外の河岸段丘はこれと同時期沖積世と考えられる。
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なす神居古浮帯の西方前面における樺太蝦夷第三紀摺曲帯中l乙包括される。 したがっ

て，本地域内に認められる主要な地質構造は，宿曲帯の方向と一致しNNW-SSEの方向

性をもっている。(第9図参照)

摺曲構造は，その主なものをあげると東から，図幅地域の北東隅をかすめる平和背斜，

セイヨ沢向斜，草木舞沢背斜，築別向斜，本安平背斜，追分向斜，馬追山背斜である。こ

れらのうち，域内および南北に接する地域の地質構造を大きく支配するものは，築別向斜，

本安平背斜，追分向斜および馬追山背斜の4つの大きな宿曲構造である。これらはいずれ

も西方のもの程ゆるやかな摺曲構造を形作っている。

築別向斜は図i煽地域の中央部を縦断し，北方延長は夕張図幅地域を経て岩見沢図幅地域

内幾春別川北岸まで追跡され，南方延長は早来図隔地域内で乙/ヨノレマ向斜と呼ばれている。

本安平背斜は前述の築別向斜の西側を併走し，南方延長は早来図幅地域内の平取背斜lζ
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連なる。北方延長は夕張線以北において第四紀の扇状地堆積物および角田盆地の沖積層下

l乙没する。

追分向斜は，本安平背斜の西側，追分町の東方を南北K走り，南方延長は厚真向斜と呼

ばれている。北方延長については本安平背斜とともに不明である。

馬追山背斜は図幅地域の西端にあって，北半部は域外にある。

断層の大部分は上述の摺曲構造と同一方向を示し，摺曲構造と密接不可分の関係にある。

東から熊の沢断層，セイヨ沢断層，雨霧山断層，本安平断層および馬追山断層である。こ

れらのうち熊の沢断層は東から西への街上断層であって，本地域より以北において石狩炭

田の構造を大きく支配している。また本安平断層も同様な衛上断層であって，南方延長部

平取地域にもっとも衝上量が大きし滝の上層に対比される栄層をして，馬追山層i乙対比

される二風谷層l乙直接せしめている。

ζれらの地質構造を大観すると，第三系最上部の由仁層まで向ーの街曲，断層運載に関

与している。乙の造構造運動の時期は周縁の資料から鮮新世lこ入ってから後であるとされ

ている。しかし乙れらの地質構造の発達過程を細かくみると次のようになる。すなわち，

古第三紀後葉，漸新世の幌内層の堆積後fC陸化削剥が認められ，地盤の上昇がある。との

運動は滝の上層基底の綬傾斜不整合K表わされている。その削剥量は北l乙大きく南に小さ

く，東西での相異は観察できない。

滝の上層は新第三系中新統の先駆をなす地問で本地域はもちろん，周辺地域において普

遍的fC下部は浅海相を示し， 含炭する場合がある。とれに対して上部は泥岩が発達し，地

周のj享さの変化も少く一様な沈I~を物JEっている 。

川端l白はJ深岩lζ始まり泥岩iこ終る周期的累層あるいはリ ズミカノレな砂岩泥岩互層からな

り，乙れから堆積盆の断続的な沈降と後背地の同様な上昇とが考えられる。その沈降量は

東方で大きく，西lζ行くにしたがって小さくなる O この状況は東西方向における地層中の

粗粒堆積物の消長，磯岩lζ始まり泥岩l乙終る輪廻層の厚さの消長および中位lζ介在する凝

灰岩層の層間距離の増減などから容易に推察される。すなわち，東方程組粒堆積物が卓越

し，磯岩層の礁の大きさも東方程大きく拳大から人頭大のものがかなりあり，かっその厚

さも非常に著しいが西方では礁岩の量を減じ，細粒礁岩から組粒砂岩程度となる。輪廻層

も磯岩，粗粒砂岩などが卓越するため，西方のものに比べて東方のもの程厚く 10数mf乙

達する場合が多い。また，中位K介在する 4枚内外の凝灰岩の層間距離も西に向って著し

く減少する o すなわち， 築別向斜の東翼では約 1，OOO~1，200 m K達するが，本安平背斜附
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近では 500m内外にすぎず，さらに西方馬追山附近では，本層全体が凝灰質となり，互層

中の泥岩に当る部分が殆ど凝灰岩ないし凝灰質泥岩ともいい得る岩質となっている。加う

るに馬追山附近では川端!菖は前述のとおり陸成層となっている。これらの事実は堆積物の

供給源は東方にあったことを推定させ，前述のような東方程大きく西方程小さい沈降運動

は川端層の堆積間引続いて行われたものであるととを物語るものであろう。このようなと

とろにより沈降量の異る運動 一堆積問ずっと引続いた は宗谷から日高海岸にいたる
註1)

同時代の地層に普遍的に認められ，前述の地域の川端期の運動として注目される。

この運動の時期一一ー継続期間一ーは前述のとおり，川端層の層位上の位置から中新世中
註~)

後期と考えられ，なお時間的には案外に短い期間とも考えられる。

次lこ馬追山層から由仁層の堆積の|時期にはこの地域は比較的安定した海域となっていた

ととがその構成岩から推定される。ただし，馬追山周縁 ーととにその西部地域一ーは浅

海ないし汽水の環境にあったものと考えられる。すなわち，この附近では川端層中に石炭

が認められ，かっ馬追山層から由仁層にかけての海成相と同時期である千歳爽炭層がその

西麓に発達している。これらの事実から馬追山附近は東部の地域が引続いて海面下にあっ

たとき，川端'iI冨の土佐積時から引続いて海面上に頭頂部をあらわすような状態にあったもの

と考えられる。

前述した，北々西一一一南々東方向をとる本図幅地域内の摺曲構造と乙れに伴う断層の時

期は，域内の資料からだけでは中新世後期の由仁層堆積後，第四紀以前とだけしかいい得

ない。しかし，乙の地域を含めて，宗谷から日高海岸にわたる新第三系堆積盆全体から見る

と，中新世後期から引続いて鮮新世の地層が堆積し，その間に地層の間隙は認められず，
31) ~7) 3~) 42) 

ζの堆積盆の新第三系の摺l曲の時期は鮮新世l乙入ってから後とされている。

註1) 留萌以北の古丹別居，増幌層において特に著ししこの地域では.東西のみならず南北方向に沈降量の著しく
4() 

大きい地域と非常に少い地域とが交互に配列している。これについては松野久也の研究がある。また日高海岸地
45) 47) 

方においても同様な事実が吉田尚 ・怯野久也・佐藤博之・山口昇一，山口臭ーによって明らかにされている。す

なわち.比字附近において受乞闘が 70:mから1.500m にわたる沈降量の差を示すことが明らかにされ.平取

附近において1.000-1.400m の厚さの7ベツ層が.西方鵡川附近では 447m 以下となっている。而して何れも

沈降量の大きい所では磁岩.砂岩が卓越するのに対して，沈降量の少いところでは線岩を全く欠き.砂岩もずっ

と細粒となることが知られている。

註~) 川端居は.全体を通じて極めて単調な岩相からなり，海成問でありながら有孔虫を除いて，底棲の動物化石を

全〈といって良い位含んでいなし有孔虫化石の量も著し〈少く k下を通じて単調な組成をもつことが知られて

いる。これについては浅野清の教示する所によると有孔虫の年生産量にはそれ程の差がないことを考えると.権

積量が時間的の割に極めて大きかったと考えられるのである。
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III 応 用地 質

本図l隔地域内において現在採掘されている鉱物資源は全くない。 しかし，馬追山背斜に

は古くから油徴が知られ，かつて試掘されたととがあり試掘井の跡が所々に認められ，千

歳爽炭層は探炭ないし小規模な稼行が行われたことがあるらしく旧坑跡，研捨場などが現

在なお認められる。乙のほか，馬追山の安山岩岩脈を対象l乙現在採石が行われ，夕張川の

砂利の採取，各地でアッジュブロックの原料として小規模ながら火山灰層中の浮石の採取

が行われている。以下その各々について簡単に述べる。

石油および天然ガス

北の宗谷から日本海の海岸沿いに留萌を経て岩見沢から日高海岸新冠，三石地方l乙延々

と連なる地帯lこ広く発達する中新世の地層は北海道における主要含油帯となっている。乙

の含油帯は地質構造，その他の地質条件から大きく北部(小平川以北天北地方)，中部(小

平川以南峯延までの樺戸山地およびその周縁部)および南部(岩見沢以南日高海岸まで)

l乙3分される。本図幅地域は南部l乙属し，細々ながら産油を続けている勇払油田の北に接

して， 多く の背斜構造が南北t1:の方向をとって配列していると乙ろであり，勇払油田にお

ける産油脂である振老!間ζ連続する川端!霞が厚くかっ広く発達している。

i由徴は馬追山背余lの紬部の滝の上層および川端居，本安平背斜の川端層中随所lζ散在す

る。多くは上記地層中の砂岩l乙油臭を感、じ， ζれを粉砕して7J¥ttf乙投ずれば水の表面(c油

膜を生ずる程度である。なかでも顕著なものは千成明協和附近のものである。 乙の油徴

は，険淵川と馬追山背斜軸の交わる点から西方約600m， I~政淵川南岸の畑地の中にあって，

約2mx2mの広さにわたって畑の土壌中に原油の渉出が見られ，石油を伴って噴出する可

燃性天然ガスのためにその中央部が地割れして盛上っている。乙の油徴は農作物のため道

路からは認められないが，渉油部の農作物の発育が著しく阻害されているため容易に見出

し得る。

とのほか， r幌加の北西，馬追山背斜の西翼l乙当る水田中(c献度の高い塩水とともに可燃

性ガスが噴出しているのが認められる。また，追分の西方，安平山の山稜の西倶IJにある試

掘井の一つに小量の原油と可燃性天然ガスの湧出がある。

過去における試掘の記録

現在認められる試掘井の跡は幌加南方と，追分西方約 2kmの地点で，このほか，後者

の南の方にも試掘の記録がある。乙れらはそれぞれ千歳 (7坑井)，追分 (4坑井)，安平 (3
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坑井)試掘地と呼ばれていて，記録によれば，昭和 11年から昭和15年までの聞に掘さく

されたものであり一一追分試掘地のものは掘さく年度不明 いずれも不成功に終ってい

る。掘さく深度は 70-1，416mである。

石炭

地質の項K述べたとおり，馬追山附近lζ発達する川端層および千歳爽炭層中に石炭が賦

存する。]l[端層lζ挟有されるものは 20-30cmの炭質頁岩および 50cmの粗悪な石炭で

あって稼行の対象とはならない。千歳爽炭層の主部は西隣恵庭図l陣内にある。 3枚の炭層

があるといわれるが，露頭は確認できず，旧坑口(かなりの数にのぼるようである)と研

捨場の分布から，炭層の賦存地域は図隔地域の境界部より西側と思われる。附近の住民の

話によれば昭和の初期に一時採炭され，馬車で追分l乙送炭されたというが稼行状況も詳ら

かでない。

採石

調査当時から南角田附近において夕張川の川砂利が採取せられ，道路の敷石として用い

られている。しかし，第三紀層の砂岩頁岩の礁が混在するため良好なものは得られない。

このような状況のと乙ろ，馬追山の安山岩岩脈が注目せられ，その賦存状況がこの調査に

よって明らかになり，昭和33年から旧松井鉱泉附近において採掘されるようになった。と

の岩脈は幅100-120m，延長5.5kmの規模があり，現在，古山より松井鉱泉附近をとおり

西方長沼iこいたるパス道路が開通し，との路面上だけで高低差50-60mあってきわめて

有望である。

浮石

最・近，耐寒，耐火建築の材料としてアッ Lノュブロックが脚光を浴びるようになったので

三川でも附近に発達する火山灰層中の浮石を原料として小規模ながらアッシュプロヅクが

製造されている。

以上のほか，主と して川端層中に硫化水素を含む冷泉が存在している。これらのうち，

松井鉱泉がかつて浴用に供せられていたが調査当時にはすでに廃業し，荒廃していた。
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ECONOMIC GEOLOGY 

In this area, there is no mine at all in operation and only one 

quarry is in operation at Umaoiyama. 

Oil and gas 

Oil seepages and gas indications are distributed broadly in the 

axial portion of the Umaoiyama anticline and the Ponabira anticline; 

almost all of them are in the Kawabata formation. From early recent 

times, geological investigations for oil and gas prospecting have been 

conducted by the Geological Survey of Japan, Teikoku Oil Co., Oil 

Resources Exploitation Co., and other groups up to date. Based on the 

results of such prospecting, at least 14 test borings were made before 

1940 along the Umaoiyama anticline. But, they were not successful. 

Coal 

On the western portion of Umaoiyama, it is said that the coal 

seams of the Chitose coal-bearing bed was worked on a small scale 

more than 20 years ago, but its production is unknown. The quality 

and thickness of the worked seams can not be clearly ascertained 

because of ill exposure by the surface survey. 

Quarry 

The andesite dike making the ridge of the Mt. Umaoiyama is 

quarried for construction use to the west of Hurusan. This dike has 

a width of 100 to 120 m and north south extention of about 5.5 km; it 

dips 60-65° to the east. 

Besides the above mentioned, pumice of the Quaternary volcanic 

ash is used as material for ash block. Sulphide cold springs are 

scattered in the Kawabata formation. Among of them, one west of 

Hurusan was used for a public bath, in the time past. 
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